
子どもをはぐくむ

住まいづくり

女性建築士と考える

わたしたちは、建築士としての職能を基に、住まい手の視点や北の暮らし方と

住まいづくりなどについての調査・検証、報告・提案を実践活動「子ども・

家・Hokkaido」として行ってきました。

これまでの活動成果を基に、新たな提案を加え、“子どもをはぐくむ住まい

づくり”において大切にしたいことを、１冊の本にまとめました。

「子どもをはぐくむ住まいづくり」の内容をご紹介します。

暮らしや住まいへの関心を持ち、自ら考え、

　　イメージやビジョンを持った

　　　“子どもをはぐくむ住まいづくり”を始めませんか？

（社）北海道建築士会　女性委員会

★  冊子「子どもをはぐくむ住まいづくり」や

★「子どもをはぐくむ住まいづくり」の活動

に興味をお持ちになった方は、

（社）北海道建築士会　女性委員会　「子ども・家・Hokkaido」まで

ご連絡ください。

冊子［定価1,000円（税込み）］の入手方法やセミナー、イベント開催

情報などをお知らせします。

　　　　　　　／（社）北海道建築士会　女性委員会お問い合わせ

「子ども・家・Hokkaido」

電話番号：　０１１－２５１－６０７６
ＦＡＸ　：　０１１－２２２－０９２４
Ｅメール： 　kodomoie@h-ab.com
営業時間：　９：００～１７：００　（土、日、祝日休み）



１ .この本のねらい

２ .未来をそうぞうする

３ .そうぞう力（想像力／創造力）

１ .わたしの育った家

２ .ふれあう、かかわりあう

３ .部屋の役割と子どもとの関わり

１ .日本的な住まい方

２ .環境と遊び

３ .四季をかんじる家づくり

１ .遊びの世界から見た家づくり

２ .年齢に応じた役割

１ .安心・安全・いごこち

２ .ほっとする家づくり

目　次
も　く　じ

目　次
“子どもをはぐくむ住まいづくり”において大切にしたいことを、
　　　● 子どもの生活の視点
　　　● 子どもにとっての家の役割
　　　● 北海道での暮らし方と住まいのあり方
を通して再考しました。

はぐくむの章
　「子どもの性格形成と、家族のコミュニ
ケーションが住まいとどのように関わり
合っているか」

かんじるの章
　「感性を豊かにする住まいづくりには何が
大切なのか」

であうの章
　「成長していく中で、さまざまなことがら
に出会う場としての住まい」

あんしんの章
　「安心・安全な毎日をすごすには、どんな
視点を持つとよいのか」

はぐくむ

であう

あんしん

かんじる

●未来をそうぞうする (人生、暮らしをそうぞうする)

『４つのテーマ』

子どもをはぐくむ住まい

（理想とする住まい）

家族､住まい､
  環境の変化

家族で過ごす
時間子どもとの

時間

住まいづくりで
大切にしたいこと

家族の意見

夫婦の時間

自分の時間 　今の住まいの
　良いところ・
　　不満なところ

優先順位

経済的な問題

地域の環境

１０年後、２０年後
（長期的な視点）

○あなたやあなたの家族が理想とする住まいは
どんな住まいなのか、イメージしてみましょう

この本は、“子どもをはぐくむ住まいづくり”において大切にしたい
４つのテーマにより構成しています。

序章

はぐくむの章

かんじるの章

間  奏　～ 雰囲気、意味のある空間 ～

であうの章

あんしんの章


